




1. 当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………… 2

(1) 経営成績に関する説明 ……………………………………………………………… 2 

(2) 財政状態に関する説明 ……………………………………………………………… 2 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………… 2 

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………… 3

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………… 3 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………… 3 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………… 3 

3. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………… 4

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………… 4 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………… 6 

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………… 8 

(継続企業の前提に関する注記) ……………………………………………………… 8 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) ……………………………… 8 

(セグメント情報等) …………………………………………………………………… 8 

○添付資料の目次

－1－

シーキューブ㈱ (1936) 平成26年3月期 第3四半期決算短信



当社グループの主要な事業分野であります情報通信事業分野におきましては、災害発生時のリスク低減

やシステム構築費の削減が可能となるクラウドサービスの導入がますます拡大してまいりました。また、

スマートフォンやタブレット端末等の普及に加え、クラウドサービスとLTE・Wi-Fi（ワイファイ）が連携

したサービスの提供が増えてきていることなどから、トラフィックが増加しております。そのため、各事

業者による設備投資が積極的に行われております。 

 このような環境下、当社グループは、本年４月１日より新たに策定した中期経営計画「SGK2015」の目

標達成に向けた諸施策を積極的に展開してまいりました。具体的には、アクセス系保守業務の更なる受注

拡大に向け、本年４月に、株式会社テレコムリンクを当社グループの一員とし、８月には静岡東部エリア

の新拠点ビル建設に着手するなど、愛知県、静岡県エリアの保守業務の体制強化を進めてまいりました。

また、首都圏・関西圏及び東北エリアの業務拡大に向け、本年６月には日立電線株式会社(現 日立金属

株式会社)が展開する移動体基地局工事部門を譲り受け、収益基盤の強化を図りました。 

 その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高463億26百万円(前

年同四半期比116.4％）、売上高448億77百万円（前年同四半期比119.3％）、経常利益につきましては、

25億42百万円（前年同四半期比145.6％）、四半期純利益は15億4百万円（前年同四半期比165.2％）と増

収増益となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

① 通信建設事業

受注高は374億56百万円(前年同四半期比113.4％)、売上高は360億8百万円(前年同四半期比116.7％)

となり、セグメント利益（営業利益）は23億37百万円(前年同四半期比136.4％)となりました。  

② 情報サービス事業

売上高は88億69百万円(前年同四半期比131.5％)となり、セグメント利益（営業利益）は58百万円(前

年同四半期 セグメント損失（営業損失）94百万円)となりました。 

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は434億81百万円

（前連結会計年度末447億35百万円）となりました。その減少の主な要因は、売上債権の減少によるも

のであります。負債は130億円（前連結会計年度末157億円）となりました。その減少の主な要因は、仕

入債務の減少によるものであります。純資産は304億80百万円（前連結会計年度末290億35百万円）とな

りました。 

連結業績予想につきましては、主に平成25年６月の日立電線株式会社(現 日立金属株式会社)の移動

体基地局工事部門の譲り受けを含む移動通信工事、情報サービス事業の売上高の増加と、施工効率の向

上により各利益が前回の発表値を上回る見通しであることから、平成26年３月期の連結業績予想を修正

いたしました。 

 詳細につきましては、本日(平成26年２月６日)公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債、純資産の状況)

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

－2－

シーキューブ㈱ (1936) 平成26年3月期 第3四半期決算短信



２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,438 4,077

受取手形・完成工事未収入金等 16,963 13,497

未成工事支出金 3,003 3,996

商品 108 205

仕掛品 57 207

材料貯蔵品 274 307

繰延税金資産 484 370

その他 682 902

貸倒引当金 △17 △15

流動資産合計 25,996 23,549

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,355 4,222

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 1,361 1,470

土地 8,028 8,370

建設仮勘定 18 230

その他（純額） 70 69

有形固定資産合計 13,834 14,362

無形固定資産 378 520

投資その他の資産   

投資有価証券 2,252 2,779

繰延税金資産 1,512 1,398

その他 776 873

貸倒引当金 △15 △2

投資その他の資産合計 4,526 5,049

固定資産合計 18,738 19,931

資産合計 44,735 43,481
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 6,018 3,989

短期借入金 1,780 1,453

1年内返済予定の長期借入金 110 5

リース債務 80 73

未払法人税等 1,073 371

未成工事受入金 49 224

賞与引当金 469 435

役員賞与引当金 73 107

工事損失引当金 68 25

その他 1,814 1,851

流動負債合計 11,537 8,537

固定負債

長期借入金 900 1,040

リース債務 124 118

再評価に係る繰延税金負債 428 428

退職給付引当金 2,369 2,615

役員退職慰労引当金 161 154

長期未払金 124 57

その他 54 47

固定負債合計 4,162 4,462

負債合計 15,700 13,000

純資産の部

株主資本

資本金 4,104 4,104

資本剰余金 3,801 3,801

利益剰余金 22,060 23,162

自己株式 △135 △136

株主資本合計 29,831 30,932

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 256 564

土地再評価差額金 △1,642 △1,642

その他の包括利益累計額合計 △1,385 △1,077

少数株主持分 589 625

純資産合計 29,035 30,480

負債純資産合計 44,735 43,481
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高   

完成工事高 30,867 36,008

商品売上高 6,744 8,869

売上高合計 37,611 44,877

売上原価   

完成工事原価 27,618 32,050

商品売上原価 5,361 7,271

売上原価合計 32,980 39,321

売上総利益   

完成工事総利益 3,248 3,958

商品売上総利益 1,382 1,597

売上総利益合計 4,630 5,556

販売費及び一般管理費 3,027 3,140

営業利益 1,603 2,415

営業外収益   

受取利息及び配当金 52 57

受取保険金 11 21

受取賃貸料 22 43

その他 73 51

営業外収益合計 159 173

営業外費用   

支払利息 10 15

賃貸原価 0 22

その他 6 8

営業外費用合計 17 47

経常利益 1,745 2,542

特別利益   

固定資産売却益 29 24

投資有価証券売却益 0 31

負ののれん発生益 18 11

補助金収入 54 －

その他 1 1

特別利益合計 104 68

特別損失   

固定資産除売却損 89 8

投資有価証券評価損 116 －

その他 3 1

特別損失合計 209 10

税金等調整前四半期純利益 1,640 2,600

法人税、住民税及び事業税 970 1,026

法人税等調整額 △235 55

法人税等合計 735 1,082

少数株主損益調整前四半期純利益 905 1,518

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5 13

四半期純利益 910 1,504
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四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 905 1,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 116 310

その他の包括利益合計 116 310

四半期包括利益 1,021 1,828

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,027 1,812

少数株主に係る四半期包括利益 △5 16
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注)  １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 30,867 6,744 37,611 ― 37,611

セグメント間の 
内部売上高又は振替高

187 488 676 △676 ―

計 31,054 7,233 38,287 △676 37,611

セグメント利益又は損失(△) 1,713 △94 1,619 △16 1,603

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２通信建設事業 情報サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 36,008 8,869 44,877 ― 44,877

セグメント間の 
内部売上高又は振替高

179 414 594 △594 ―

計 36,188 9,283 45,472 △594 44,877

セグメント利益 2,337 58 2,395 19 2,415
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